
FAX ０７５－８１２－３５５５ 

第 79 回  国際京都学研究会の御案内  

 

拝啓 厳寒の候 益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

2019 年度 第 6 回研究会は、元京都市副市長の藤田裕之氏をお迎えし、「これ

からの京都の目指すべき姿」についてのお話をしていただくことにしました。 

下記要領で開催いたしますのでご参加下さいますようご案内申し上げます。 

敬具  

記 

日  時   2020 年２月４日（火）午後５時 00 分～６時 50 分 

開催場所  ホテルモントレ京都 
京都市中京区烏丸通三条条下ル西側 
電話０７５－２５１－７１１１               

演    題  「京都が目指すあるべき姿とは」 

講  師   藤 田 裕 之 氏（元京都市副市長 京都市国際交流会館 館長） 

          内 容 

 
     

  

 

 

参 加 費  １０００円（資料代他） 

※お願い  準備の都合上、２月３日(月)までに FAX 等でお申し込み下さい。 

国際京都学協会事務局    〒604-8383 京都市中京区西ノ京小堀町 2-53 
TEL 075-813-1003  FAX 075-812-3555 

 
 

                       
 
 

 参 加 申 込 書 
（会 員 ・ 非会員） 

 お 名 前   電話  FAX  

 ご 住 所 

（連絡先） 

〒        

ご同伴者名 
 

 

切り離しは不要です。このまま送信して下さい 

京都市が掲げる「レジリエンス」という言葉。もともと物体がもと

に戻ろうとする力、「復元力」「反復力」といった意味をさす。近年、

その概念を社会、組織の在り方、さらには都市にも当てはめ、都市

のレジリエンス、あるいはレジリエント・シティと言った表現で用

いられるようになっている。こういった言葉の概念にとらわれるこ

となく、多様性を持つ京都が今後目指すべき姿についてお話いただ

きます。 


